
マイホームデザイナーを使った学習プラン（中学家庭） 

「住居の機能と和式/洋式の住まい方」 

 
1. 本時の目標 

・家族の生活と住空間との関わりがわかり、住居の基本的な機能について理解する 

・日本の伝統的な住宅や住まい方に見られる様々な知恵に気付き、生活文化を継承する大切さに気付く 

 

2. 授業展開 

過程 
時

間 
学習活動 スライド 

導 
入 

3

分 

１ 本時の学習課題の確認 

・小学校における季節の変化に合わせた住まい方の学習につい

て触れながら、本時の学習活動の概要を伝える 

・「みなさんは家に帰ったら、どんな空間で何をしています

か」と発問し、各自の住まいと生活行為を思い起こさせる 

 

展 
開 

7 

分 

２ 自分や家族の生活行為を振り返ろう 

・住まいにおける生活行為を生活空間ごとに整理したワークシ

ートを配布し、帰宅してからの生活行為であてはまるものに

チェックするように指示する 

・あてはまるものがない場合は、自分で書き加えてもよいこと

を伝える 

・ワークシートに「個人生活の空間」「共同生活の空間」「生

理・衛生の空間」「家事作業の空間」をそれぞれ記入させ、

生活行為とそれを行うための住空間を整理するよう促す 

・生徒は「家事作業の空間」で行う生活行為のチェックが少な

いと考えられる。そこでそのことについて触れ、家族がどの

ような生活を重視するかによって、住空間の使い方が異なる

ことを伝える 

３ 住居の基本的な機能 

・生活行為と住空間との関わりを踏まえ、住居の基本的な機能

をスライドで示す 

・自室で睡眠をとったり、家族と食事や会話をしたりすること

で、心身の安らぎと健康が維持されることや、そのような生

活行為の中で子どもが育まれていくこと等を説明する 

・さらに、小学校で学んだ自然から人を守る器としての住居の

機能についても触れる 

 

35 

分 

４ いろいろな住空間をみてみよう 

 ・２つの住まいについて動画を用いて説明するので、特徴や気

づいたことを記録するように指示する 

 ・「北海道の家」：小学校における季節の変化に合わせた住ま

い方の学習の振り返りとして、『３Dマイホームデザイナー

住空間学習教材/北海道の家』（※１）を用い、高気密・高

断熱の構造や工夫について説明する。また、家具やドア、

壁、部屋の仕切り方、収納の仕方についても取り上げる 

（※１ 参照 「ご利用の手引き」） 

 ・「昭和の家」：畳、座卓、座布団などを用いた我が国の座式

の住まい方が現代の住居に受け継がれていることを理解する

ために、『３Dマイホームデザイナー住空間学習セット/食空

間の移り変わり/昭和の家』を用い、北海道の家との違いに

気づけるように説明する 

 ・動画視聴後、生徒が気付いた住まいの特徴も取り上げなが

ら、「北海道の家」のような洋式の住まいと、「昭和の家」

のような和式の住まいとの違いを整理する 

 ・伝統的な住宅や住まい方に見られる様々な知恵に気付くこと

ができるように「京町屋」の動画を視聴する。座式の住まい

方が現代の住居にも受け継がれている例や、しつらいについ

て取り上げ、伝統的な住宅や住まい方の知恵をまとめる 

 

 



ま
と
め 

5

分 

５ 本時のまとめ 

・本時の学習内容を振り返る 

 

  

 

 

3. 発展 

 発展学習として、和式と洋式を組み合わせた住空間の使い方の工夫を考える学習活動が考えられる。

例えば、３D マイホームデザイナー内にある「北海道の家」の３D サンプルを用いて、「畳」「座

卓」「座布団」「布団」「押入れ」といった和式の家具・道具をどのように配置するか話し合ったり、

実際にソフトを操作したりする。 

 

4. 学習指導要領との対応 

平成 29 年 3 月告示 【技術・家庭編】中学校学習指導要領 

B 衣食住の生活  

住生活 

（6）住居の機能と安全な住まい方 

ア 次のような知識を身に付けること。 

（ｱ）家族の生活と住空間との関わりが分かり，住居の基本的な機能について理解すること。 

（ｲ）家庭内の事故の防ぎ方など家族の安全を考えた住空間の整え方について理解すること。 

イ 家族の安全を考えた住空間の整え方について考え，工夫すること。 

  （内容の取扱い） 

ク （6）のアについては，簡単な図などによる住空間の構想を扱うこと。また，ア及びイについて

は，内容の「Ａ家族・家庭生活」の（2）及び（3）との関連を図ること。さらに，アの（ｲ）及び

イについては，自然災害に備えた住空間の整え方についても扱うこと。 

 

 

『学習指導要領解説』 

ア（ｱ） 家族の生活と住空間との関わりが分かり，住居の基本的な機能について理解すること。 

 ここでは，自分や家族の生活行為と住空間との関わりが分かり，住居の基本的な機能について理解でき

るようにする。 

家族の生活と住空間との関わりについては，家族がどのような生活を重視するのかによって，住空間の

使い方が異なることを理解できるようにする。また，家族が共に暮らすためには，住生活に対する思いや

願いを互いに尊重しながら調整して住空間を整える必要があることを理解できるようにする。さらに，畳，

座卓，座布団などを用いた我が国の座式の住まい方が現代の住居に受け継がれていることが分かり，現代

の住居には和式と洋式を組み合わせた住空間の使い方の工夫があることに気付くようにする。その際，小

学校における季節の変化に合わせた住まい方の学習を踏まえて，我が国の伝統的な住宅や住まい方に見ら

れる様々な知恵に気付き，生活文化を継承する大切さに気付くようにする。和式と洋式については，布団

とベッドによる就寝の形態や，押入れとクローゼットによる収納の形態などにも触れるようにする。 

住居の基本的な機能については，家族の生活と住空間との関わりを考えることを通して，住居は家族

の安定した居場所であることを理解できるようにする。その際，小学校の学習における，雨や風，暑さ・

寒さなどの過酷な自然から人々を守る生活の器としての働きに加え，中学校では主として心身の安らぎと



健康を維持する働き，子どもが育つ基盤としての働きなどがあることを理解できるようにする。また，住

居の基本的な機能を充たすために，住居には，共同生活の空間，個人生活の空間などが必要であることを

理解できるようにする。 

指導に当たっては，住空間を想像できるような簡単な図や写真，動画などを用いて，家族の生活と住空

間との関わりについて具体的に理解できるよう配慮する。例えば，住居の機能に気付かせるために，家族

を想定し，間取りが分かるような簡単な図などを活用して，家族の生活行為がどのような住空間で行われ

ているのか，家具などをどのように配置するのかを話し合う活動などが考えられる。 

 なお，住生活の学習については，生徒の住まいに係るプライバシーに十分配慮する。 

 

5. テーマの評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊本大学/熊本県立大学 非常勤講師 
服と暮らしのデザイン ふはく 

代表 篠塚致子 
tmk.sntk@gmail.com 
https://lit.link/fuhaku 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

家族の生活と住空間との関わ 

りが分かり，住居の基本的な 

機能について理解している。 

 

家族の安全を考えた住空間の

整え方について問題を見いだ

して課題を設定し，解決策を

構想し，実践を評価・改善し，

考察したことを論理的に表現

するなどして課題を解決する

力を身に付けている。 

家族や地域の人々と協働し，よ 

りよい生活の実現に向けて，住 

居の機能と安全な住まい方に

ついて，課題の解決に主体的に

取り組んだり，振り返って改善

したりして，生活を工夫し創造

し，実践しようとしている。 


